















































































































































































































































































































































































































































































































































15 未知従今去 未だ知らず 今より去りて
当復如此不 当に復た 此くの如くなるべきや不やを
いな

















































































・ ・ ・ ・
一時的な忘却によって解決せんとするものであったのに対して、「連雨
独飲」詩に於いては、酒を契機として引き起こされる「遠」が示され








































































































































































































・ ・ ・ ・
死（「五月旦作和載主簿」詩）と、②より個別的な次元にある（他者






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Stephen Owen 氏は「Wang Ji's poetry is filled with references to and echoes of
Ruan Ji and Tao Qian.… As Wang Ji admires Ruan Ji and Tao Qian, so those






















































































































































































































































































































































































































































































*1Stephen Owen, The Poetry of Early T'ang. New Haven and London Yale

















































・ ・ ・ ・ ・
舜、作為千鍾百壺之献、因姑射神人以仮道、蓋至其辺鄙、終身太平。禹湯立
・ ・ ・ ・ ・
法、礼繁楽雑、数十代与酔郷隔。其臣羲和、棄甲子而逃、冀臻其郷、失路而道夭、
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
天下遂不寧。至乎末孫、桀・紂怒而昇糟丘、階級千仭、南向而望、卒不見酔郷。
・ ・ ・ ・ ・
成王得志于世、乃命公旦立酒人氏之職、典司五斉、拓土七千里、僅与酔郷達焉。
・ ・ ・ ・ ・ ・
故四十年刑措不用。下逮幽・厲、迄乎秦・漢、中国喪乱、遂与酔郷絶。而臣
下之受道者、往往窃至焉。阮嗣宗・陶淵明等十数人、並遊于酔郷。没身不返、












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・Davis, Albert R. T'ao Yüan-Ming, (ad 365 - 427): 1.２ . Hong Kong: Hong Kong Univ.
Press, 1983.
・Owen, Stephen. The Poetry of the Early Tʻang. New Haven: Yale University Press, 1977.
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